
学術情報基盤オープンフォーラム

学認を活用した地域連携に向けて

京都 (1)

京都産業大学 情報センター

尾崎 孝治



Kyoto Sangyo University

2

公益財団法人大学コンソーシアム京都

京都の50大学等が加盟する団体

e京都Learning

本学が代表校の戦略的大学連携支援事業
- eラーニングシステムの共有共用化に伴う共用教育の大学間連携と効率化の促進-

単位互換制度の履修登録とLMS

GakuNin対応

属性に学生証番号を利用
（gakuninScopedPersonalUniqueCode）
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GakuNinへの期待，要望

全大学への普及を目指して
IdP代理構築（SaaS）（各大学はLDAPだけ用意）

提供できる属性にチェックして作成

ヨーロッパのように電子ジャーナルに代表契
約して安価にライセンス提供

大学でよく用いられる主要アプリケーションに
対するGakuNin対応の呼びかけ

SPは必ず何かの属性を受け取って欲しい

秘匿性が保証されたグループウェアSP


